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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

狭い机だと難しいため、広く机が使えるように、椅子などの配置を工夫する。

〈準備物〉様々なカラーの羊毛・フェルト・レース・安全ピン・固定用のピン・石鹸水

ボンドタッチ

1月　羊毛ブローチ

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

素材

色々な素材に触れてのびのびとイメージを表現する

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

卒園に向けて気持ちが高まっており、卒園で使える物を作成する機会を作るため活動を行っ

た。色の混ざりは絵の具などでも経験しているが、違う素材での色の混ざり方も知る経験をす

るためにテーマを設定した。

66-1298

LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

力加減や押し方により羊毛同士がくっつかず離れてしまう子がいた。つぶす際に丸を意識した

り、しっかりと羊毛同士が重なりあっていることを確認してから石鹸水につけることを次回の

反省とする。子どもたちからは活動中に「疲れた」という言葉が多く出るが、完成したもの

を目にするととても満足そうな表情が見られるので、達成感を感じられるような活動や、声

掛けなども大切に関わりを続けていきたい。

好きな色の羊毛を選び、重ねる。石鹸水を掛け、手でたたき縮毛。水洗いして水分をふき取り

組み立てる。

ふわふわの感触に「かわいい、ふわふわ」といった感触を楽しむ子がいた。またカラフルな

色があり、青のベースにする子、オレンジや赤などの明るい色を集めている子等、好きな色

を混ぜながら作り上げていた。何度も手で叩くため「もういい？」「疲れた！！」と話す子

もいたが、洗って羊毛がくっつき合うと「すご！できた！」と嬉しそうに見せ合う姿も見られ

た。「ピン難しいね」と友だちと難しさを共有し合う様子もあった。


